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減損損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 22 年 3 月期連結決算において、下記のとおり減損損失を特別損失に計上するとともに、平

成21年11月9日に公表しました平成22年3月期通期連結業績予想を修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1.減損損失の計上について 

 岐阜県土岐市で建設中の土岐工場において「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき減損処理を行い、2,946

百万円の減損損失を特別損失に計上することといたしました。 

 
2.業績の修正について 

(1)平成 22 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1 日～平成 22 年 3月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想  （Ａ） 
百万円

24,500 
百万円

△5,000 
百万円

△5,000 
百万円 

△3,000  
円 銭 

△40.84 

今 回 修 正 予 想  （Ｂ） 25,300 △4,700 △4,700 △6,100 △83.04 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 800 300 300 △3,100  △42.20 

増 減 率  （％） 3.3 ― ― ―  ―  

（ご参考） 

前期実績（平成 21 年 3 月期） 
41,281 2,790 2,672 445 6.06 

 

(2)差異および修正の理由 

平成 22 年 3 月期の通期連結業績予想につきましては、第 1四半期を底として売上高は徐々に回復し、営業利益、

経常利益は増収のほか経費削減等により前回公表(平成 21 年 11 月 9 日)の業績予想を上回る見込みであります。し

かしながら、上記の固定資産の減損処理による特別損失の計上により当期純損失が増加する見込みのため修正いた

します。 

 

 

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因により異なる可能性があります。 
 

 
以 上 

 

 


